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２０１４年５月２０日 

東京都社会福祉協議会 

 

非正規介護職の 5 割が介護福祉士資格の取得意向 
～資格取得のための支援制度のさらなる充実を～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

［調査のあらまし］ 

 

［調査結果の概要］ 
 

 

 

▼ 非正規介護職の介護福祉士国家試験受験意向は、「とても受

験したい」27.3％、「まあまあ受験したい」25.4％となっ

ています。一方で、「まったく受験したくない」は22.1％、

「あまり受験したくない」は24.1％でした。 

▼ 「とても受験したい」「まあまあ受験したい」を合わせると

52.7％あり、「まったく受験したくない」「あまり受験した

くない」は46.2％と、ほぼ半々となっています。 

 

 
 

 

 
 

▼ 「非正規介護職員が介護福祉士国家資格を取得

することに期待をしているか」では、施設･事業

所の管理者は、「期待している」が58.4％「と

ても期待している」が 36.2％で、合わせて

94.6％という結果でした。 

目  的 非正規介護職、その所属する施設･事業所の資格取得意向や取り組みの実態を明らかにする。 

対  象 都内の ①介護老人福祉施設、②通所介護事業所、③訪問介護事業所のうちから無作為抽出 

対 象 者 調査対象各施設･事業所の管理者1 名、各施設･事業所に所属する非正規介護職員2～5 名 

調査期間 2013年10 月～11月 

方  法 郵送による送付、回収 

回収状況 

 

 

  施設種別 
調査数 

回収数  

管理者 回収率 介護職  

介護老人福祉施設(特別養護老人ホーム) 100 53  153  

通所介護事業所 100 46  138  

訪問介護事業所 300 122  393  

計 500 221 44.2% 684  
 

都市部での介護人材の不足が続く一方、介護サービスの質の向上も急務の課題です。 

都内の介護職は10万人を超え、正規介護職の半数以上は介護福祉士です。しかし、非正規介護職の介護福祉

士資格取得率は低いままの状況です。 

“介護の専門職”としての介護福祉士資格取得率を高めることで、介護サービスの質の向上にもつながります。 

本会では、非正規介護職、その所属する施設･事業所の資格取得意向や資格取得支援の取り組みの実態を明ら

かにすることで、介護職のキャリアアップや施設･事業所としての資格取得支援策に活用することを目的に調

査を実施しました。 

調査結果概要 News Release 

多くの施設・事業所の管理者は、非正規介護職員が介護福祉士国家資格を取得することに期待をし

ています 
２ 

非正規介護職のほぼ半数が、介護福祉士国家試験に「受験したい」と考えています １ 
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新しい職場に転職するときに必要だから

介護職として仕事をするには介護福祉士資格が必要だと考えているから

いろいろな国家資格を取りたいと思うから

利用者への支援が向上するから

介護福祉士をとれば社会から認められると思うから

資格を取得すると支援に自信がつくから

専門性を高めるため

職場から資格取得支援が受けられるから

正規職員になるため

職場から介護福祉士資格を取るように求められているから

給与がもっとほしいから

勉強をする時間があるから

介護福祉士国家試験を受けようとする理由

▽ 管理者の多くが、非正規介護職の資格未取得者には、国家資格を取得してもらいたいとう期待をして

います。 

 
 

 
 

▼ 「受験したい」、「まあまあ

受験をしたい」理由では、、

最も多かったのは、「専門性

を高めるため」が67.6％と

最も多く、「資格を取得する

と支援に自信がつくから」

は 57.3％、「利用者への支

援が向上するから」が 53.

２％となっています。 

▼「給与がもっとほしいから」

とする回答は、27.7％で、

最も高かった「専門性を高

めるため」と比較すると 4 割程度も差がありました。非正規介護職にとって資格取得をするというこ

とは、専門職として専門性を研鑽することと捉えています。 

▼ もちろん、給与が上がり、待遇が改善されることも望んではいますが、利用者へのサービスの質を高

めたいという希望をより多くの方が持っています。 
 

 

 
 

▼ 「受験をしたくない」「受験をあまりしたくない」と回答した非正規介護職の理由は、「いまのままで

いいから」59.9％、次いで「いまさら勉強をしても受からないと思うから」が 28.4％となっていま

すが、それ以外の回答も30%以下であり、「いまのままでいいから」が突出しています。 

▼「いまのままでいいから」とする回答を、年齢別でみると４０代は11.8％でしたが、５０代は33.7％、

６０代は49.7％となり、50代から60代の多くが現状維持を望む結果となっています。 
 

 

 
 

 

▼ 介護福祉士国家試験を「受験したくない」「あまり受験したくない」とする非正規介護職に、「どのよ

うな条件が揃えば試験を受験しようと考えるか」確認しました。 

▼ 最も多かった回答は、「職場からのサポートが受けられる」が29.7％で、次いで、「資格取得後、給与

が上がることが保障されている」が24.9％となっています。 

▼ 一方で、「条件が揃っても受験はしない」が 21.5%ありました。年齢別にみたとき、60 代以上が最

も多く、67 人中 46 人（68.7%）が「条件が揃っても受験はしない」としています。年齢が高くな

るにつれ、介護福祉士国家試験の受験意向について消極的になる傾向があるといえます。 
 

調査報告書は        ウェブサイトでご覧いただけます。 

ＵＲＬ  http://www.tcsw.tvac.or.jp 

 

＜調査結果に関するお問合せ＞ 

101-0062 東京都千代田区神田駿河台1-8-11 東京YWCA会館3階 

社会福祉法人 東京都社会福祉協議会 福祉振興部 都民企業担当 

電 話：０３－５２８３－６８９０  ＦＡＸ：０３－５２８３－６９９７ 

2014.5 

非正規介護職の多くは、受験したい理由について、「労働条件の改善」よりも「専門性向上」をめざ

したいと考えています 
３ 

受験をしたくない理由が、「いまのままでいいから」が最も多い ４ 

職場から資格取得のためのサポートが受けられれば、受験をしようと考える非正規介護職員が多く

います 
５ 

http://www.tcsw.tvac.or.jp/

